
ま え が き

児童生徒の主体的な学びを成立させるためには，教材として理科教科書に取
り上げられている全観察・実験等について，教師がそれぞれの探究的特徴を理
解するとともに，観察・実験を通して，どのような科学的な問題解決の力を育
成できるのかを分析していることが必要です。さらに，科学的な探究活動を方
向付ける中核として，探究の初期段階における見通しをもった「問い」の設定
が重要であると考えています。
こうした背景を踏まえ，本書では，私がこれまでに取り組んできた3つの研

究（①学生を対象に質問紙を用いて実施した調査研究，②小中学校の理科教科
書の比較分析に関する調査研究，③理論・調査研究の結果を踏まえた授業実践
研究）をベースに，それらの成果をまとめました。各研究の概要は以下の通り
です。
①　まず，小中学校理科教科書に掲載されているすべての観察・実験を対
象に，「探究の技能」の含有率の傾向から類型化し，各クラスターの探究
的特徴を解釈するとともに，各学年で育成する問題解決の力の傾向につ
いて検討しました。次に，小中学校理科教科書に掲載されているすべて
の「問い」を対象に，2008年告示の学習指導要領に準拠した教科書との
比較から「問い」の特徴を明らかにしました。

②　主体的・協働的な学びを促す指導方法として，「探究の過程の8の字型
モデル」と「探究アイテム」を適用することで，生徒の実験に対する意
識や行動の変容，および科学的探究過程の理解に効果があることを明ら
かにしました。

③　学生の理科に対する興味が主体的・対話的で深い学びにどのような影響
を及ぼしているのかについて検討したり，理科における問題解決能力を
構成する諸要素の因果モデルを明らかにしたりしました。

私は，これらの研究成果が資質・能力の育成に向けた教育内容の改善・充実

　�



の理念を授業において具現化する際の手引きになるのではないかと考え，本書
としてまとめることにしました。しかし，本書は決して目を見張るような革新
的な教育理論を述べているわけではなく，私が小中学校の理科教師として現場
で抱いた問題意識や課題を基に，その解決に向けて取り組んできた軌跡だと考
えています。本書が学校の教育現場で児童の問題解決の力や，生徒の科学的に
探究する力を育成しようと日々努力されている先生方や，教員養成大学の学部
生・大学院生の学習の指針となれば幸いです。
最後に，私の研究室に所属し，真摯に研究に取り組んだ諸氏の研究成果なく

して，本書を世に問うことはできませんでした。山田研究室に所属された，学
部・修士課程・専門職学位課程の皆様に心より感謝申し上げます。
　
2023年 6月

編著者　山田　貴之
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